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株式会社関門海 会社概要 

創業 
昭和55年９月 創業者山口聖二が大阪府藤井寺市にてとら
ふぐ料理「ふぐ半」を開店 

設立 平成元年５月  

代表者 代表取締役社長 田中 正 

子会社 

株式会社 関門福楽館 
株式会社 だいもん 
株式会社 富士水産 
（※）現在、事業活動を休止しております。 

事業内容 
「玄品ふぐ」等の専門飲食店の店舗展開、新規開発業態
の運営、フランチャイズ本部の運営、パーキングエリア
内の商業施設の運営等 

資本金 ５億9,689万円 （平成26年３月末日現在） 

上場 東証マザーズ （コード番号：3372） 

決算期 ３月 

店舗数 

グループ全体 ：105店舗 
• 玄品ふぐ   ：91 店舗（うち直営45店舗）  
• その他      ：14 店舗 
（平成26年3月末日現在） 

従業員 130名（144名） （ ）内はグループ従業員数 

本社 大阪市西区北堀江２－３－３ 

【玄品ふぐ 店舗数】 
 

  

北海道   1 
東京   31 
埼玉   3 
千葉   4 
神奈川    11 
 
  

 

大阪    33 
京都    1 
兵庫    4 
愛知    2 
三重    1 
 
 
 

東日本 西日本 

【その他 店舗数】 
 

  

すし兵衛 1  
 

壇之浦PA  
 
 

だいもん 関門福楽館 

 

以蟹茂､ふぐ・かに玄品   5  
その他                            7 

だいもん 

新規業態 

【店舗数状況】 
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経営方針 

経営の基本方針 

創業者理念 

「食で世の中を変える、幸せにする、明るい未来実現に貢献する」 

経営者理念 

「真に食を愛する者が関門海という集団を形成し、社会に貢献する」 

基本方針  

「世の中から必要とされ継続的に繁栄するビジョナリーカンパニーとなる」 

経営指標目標  

さらなる純資産の増強及び売上高営業利益率10%へ 
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 平成25年5月  「継続企業の前提に関する重要事象等」の記載解消 

    ６月  夏季限定「ふぐすき焼き」の販売開始 

6月 
 第三者割当増資（H24.５.31）により資本増強及び経営改善も踏まえ債務超過解消に至り、 
    猶予期間の解除 

7月  人財開発室を創設、「人事と教育の仕組み」の基盤構築の着手 

8月  総料理長制度を導入、こだわりをもった料理を提供できる料理長の育成を目的とした制度 

９月  新商品「燻製FG」、「白彩サラダ」の販売開始 

10月  セントラルキッチン内の自社クリーンルームの安全衛生面の更なる向上を目指し改装を実施 

10月  単元株制度の採用に伴い、1株から100株に株式分割 

11月  玄品ふぐ新橋の関、「綿貫宏介氏」デザインによりリニューアルオープン 

平成26年3月  ふぐかに玄品 田町店閉店 

トピックス 
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経営課題の実施状況 

経営課題 

① 
「玄品ふぐ」 
業態競争力の向上 

店舗力強化 ◆ 商品力向上や品質管理力の向上を図る為に総料理長制度を導入 

新商品開発 

◆ お客様（常連）の再来店へ繋げる、新商品開発の継続実施 

  夏「ふぐすき焼き」、「焼きふぐ」、冬「燻製FG」、「白彩サラダ」 

  冬の宴会コース⇒冬安居、秋津膳の販売実施 

店舗設備投資 

◆ H25年11月に３年ぶりの新店「新橋の関」をリニューアルオープン 

  一部店舗において「綿貫宏介氏」デザインを参照し、軽微な修繕を実施 

  ⇒関東１店舗（上野店）、関西４店舗（法善寺店、尼崎店、天満店、花園店） 

② 
収益体質 
の確立・向上 

不採算店舗・事業 
◆ ふぐかに玄品 田町店閉店 

◆ だいもん（大井店、鶴ヶ峰店、シティモール店、茅ヶ崎店）の４店舗閉店 

本部コスト抑制 
◆ 本部機能縮小化による販売費及び一般管理費の更なる削減 

 （平成23年11月期より継続中） 

③ 財務体質の改善 
◆ 原点回帰の事業方針のもと、業績の改善、在庫の圧縮等により営業キャッシュ・フ  

  ローの確保及び財務体質の改善を継続中 
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Ⅲ. 平成27年３月期 業績予想 

Ⅳ. 経営計画・事業戦略 

Ⅱ. 平成26年3月期 決算概要 
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決算概要／連結損益計算書 
  
  
  
  

H26年３月期 H25年３月期 増減額 

金額 比率 金額 比率 金額 前年比 

 売上高 5,275 100.0% 5,624 100.0% △348 93.8％ 

 売上原価 1,788 33.9% 1,939 34.5% △151 92.2％ 

 売上総利益 3,487 66.1% 3,684 65.5% △197 94.6％ 

 販売費及び 
 一般管理費 

3,359 63.6% 3,597 64.0% △237 93.4％ 

 営業利益 128 2.4% 87 1.5% 40 145.8％ 

 営業外収益 26 0.5% 133 2.4% △106 20.2％ 

 営業外費用 95 1.8% 163 2.9% △67 58.5％ 

 経常利益 59 1.1% 57 1.0% 1 103.1％ 

 特別利益 24 0.5% 34 0.6% △９ 71.8％ 

 特別損失 123 2.3% 78 1.4% 44 156.3％ 

 税金等調整前 
 当期純利益 

△39 － 13 0.2% △52 － 

 法人税等 1 － △2 － 3 － 

 当期純利益 △40 － 15 0.3% 56 － 

（単位：百万円） 

減収も営業利益は増加！ 
◆売上高 

減少要因として、 

・大型店含む8店舗閉鎖の影響 

 ⇒240百万円 

・関門橋工事による壇之浦PAの売上減少   

   ⇒△23百万円（閉鎖期間のみ） 

・2月フェア期間中の大雪による来店数減少  

 ⇒△27百万円 

・ラジオ通販を実施しなかったことによる減
少  
  ⇒△10百万円 

ただし、 

・「玄品ふぐ」直営既存店売上高は、 

 前年対比 103.8％ と増加 

◆営業利益 

・店舗、本部の徹底したコストコントロール   

 による成果 

・不採算店舗を閉鎖したことによる利益増加 

◆当期純損失 

・不採算店舗の閉鎖に係る、店舗閉鎖損失、  

 減損損失122百万円の計上等により純損失

40百万円 



「食で世の中を変える、幸せにする、明るい未来実現に貢献する」 
「真に食を愛する者が関門海という集団を形成し、社会に貢献する」 

8 

決算概要／販売費及び一般管理費 （単位：百万円） 

   

  

   

 

 

    
H26年３月 H25年３月 増減額 

増減要因 
金額 売上比率 金額 売上比率 本部 店舗 

 販売費及び 
 一般管理費 

3,359 63.6% 3,597 64.0% △51 △187 

  
  
  
  
  
  

 販売費 128 2.4% 155 2.8% △23 △4 
・販促施策の費用対効果のより良い改善を行い 
 広告宣伝費の削減を行った為 

 人件費 1,646 31.2% 1,735 30.9% △21 △68 
・だいもんの店舗閉鎖による給与等の減少 
 ⇒△46百万円 

 賃借料 701 13.3% 751 13.4% 7 △57 
・関門海及びだいもんの店舗を閉鎖したことによる減少  
 ⇒△49百万円 
・壇之浦ＰＡの売上減少に伴うもの⇒△6百万円 

 公共料金 220 4.2% 220 3.9% 1 △1 

 償却費 145 2.7% 165 2.9% △2 △18 
・店舗閉鎖、減損等による有形固定資産の減少 
 に伴うもの⇒△19百万円  

 その他 
 一般管理費 

518 9.8% 570 10.1% △13 △39 

・株主優待券の廃止による接待交際費の減少 
 ⇒△16百万円 
・だいもんの店舗閉鎖による消耗品費等の減少 
 ⇒△12百万円 
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決算概要／連結貸借対照表① 

    
H26年３月 H25年３月 

増減額 増減要因 

金額 比率 金額 比率 

 流動資産合計 2,601 60.5% 2,810 60.2% △208 

  
  
  
  
  
  

 現金及び預金 1,116 26.0% 1,249 26.8% △132   

 売掛金 164 3.8% 157 3.4% △6 

 商品及び製品 1,118 26.0% 1,090 23.4% 28 ・一括仕入の増加によるもの等 

 原材料及び貯蔵品 14 0.4% 14 0.3% 0 

 その他 193 4.4% 304 6.5% △110 
・未収消費税の減少△50百万円、 
 未収入金の回収の減少△93百万円等 

 貸倒引当金 △7 △0.2% △ 7 △0.2% 0 

 有形固定資産合計 1,001 23.3% 1,075 23.0% △74   

  
  

 建物及び構築物  826 19.2% 877 18.8% △50 ・だいもん等店舗閉鎖及び減損によるもの等 

 その他 175 4.1% 198 4.2％ △23 ・所有不動産の減損損失等△24百万円等 

 無形固定資産合計 5 0.1% 6 0.1% 0 

   その他 5 0.1% 6 0.1% 0 

 投資その他の資産合計 693 16.1% 772 16.5% △79   

  
  
  
  

 差入保証金 668 15.5% 740 15.9% △72 ・閉店店舗等の保証金回収によるもの等 

 その他 38 0.9% 68 1.5％ △29 ・関係会社であったぐろーばる農園の貸付金の減少等 

 貸倒引当金 △13 △0.3% △ 36 △0.8% △22   

 固定資産合計 1,701 39.5% 1,855 39.8% △154 

資産合計 4,302 100.0% 4,665  100.0% △362   

（単位：百万円） 
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決算概要／連結貸借対照表② 

  
H26年３月 H25年３月 

増減額 増減要因 
金額 比率 金額 比率 

 流動負債合計 3,922 91.1% 4,208 90.2％ △286 

  
  
  
  
  
  
  
  

 買掛金 131 3.0% 134 2.9％ △3 

 短期借入金 1,352 31.4% 1,406 30.1％ △54 
・借入金の返済△227百万円 
 （長期借入金含む）  1年内返済予定の 

 長期借入金 
2,104 48.9% 2,270 48.7％ △166 

 未払金 246 5.7% 294 6.3％ △48 ・販管費減少による支払等の減少によるもの 

 未払法人税等 16 0.4% 42 0.9％ △25 

 賞与引当金 38 0.9% 21 0.5％ 16 

 その他 32 0.7% 38 0.8％ △5 

 固定負債合計 191 4.5% 203 4.4％ △11 

  
  

 長期借入金 133 3.1% 139 3.0％ △6 

 その他 58 1.4% 63 1.4％ △5 ・長期リース債務の返済による減少△3百万円等 

負債合計 4,113 95.6% 4,412 94.6％ △298 

 株主資本合計 183 4.25% 224 4.8％ △40 

  
  
  
  

 資本金 596 13.8% 596 12.8％ － 

 資本剰余金 705 16.3% 705 15.1％ － 

 利益剰余金 △831 △19.3% △790 △16.9％ △40 ・当期純損失の計上によるもの 

 自己株式 △287 6.6% △ 287 △6.2％ － 

 新株予約権 5 0.1% 28 0.6％ △23 ・行使期間満了による消却に伴うもの 

純資産合計 189 4.4% 253 5.4％ △64 

負債・純資産合計 4,302 100.0% 4,665  100.0% △362 

（単位：百万円） 
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連結キャッシュ・フロー計算書 

    

H26年 
3月期 

H25年 
3月期 

増減額 増減要因 

金額 金額 金額 

 営業活動によるCF 164 32 131 

・減価償却費         132   百万円 
・未収入金の減少額       93    百万円 
・未収消費税等の減少額   50    百万円 
・税金等調整前当期純損失  △39 百万円 
・法人税等の支払額           △66 百万円 

 投資活動によるCF △66 261 △327 
・有形固定資産の取得による支出 129 百万円 
・差入保証金の回収による収入    79   百万円 

 財務活動によるCF △230 △335 104 
・長期借入金の返済による支出 173 百万円 
・短期借入金の減少額              54  百万円 

 現金及び現金 
 同等物の増減額 

△132 △42 △90 

 現金及び現金 
 同等物の期首残高 

1,249 1,291 △42 

 現金及び現金 
 同等物の期末残高 

1,116 1,249 △132 

（単位：百万円） 
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Ⅲ. 平成27年３月期 業績予想 

Ⅳ. 経営計画・事業戦略 

Ⅱ. 平成26年３月期 決算概要 
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計画／連結損益計算書 

  
  
  
  

H25年3月期 
実績 

H26年３月期 
実績 

H27年3月期 
計画 

金額 比率 金額 比率 金額 比率 

 売上高 5,624 100.0% 5,275 100.0% 5,500 100.0％ 

 売上原価 1,939 34.5% 1,788 33.9% 1,915 34.8％ 

 売上総利益 3,684 65.5% 3,487 66.1% 3,585 65.2％ 

 販売費及び 
 一般管理費 

3,597 64.0% 3,359 63.6% 3,345 60.8％ 

 営業利益 87 1.5% 128 2.4% 240 4.4％ 

 営業外収益 133 2.4% 26 0.5% 6 0.1％ 

 営業外費用 163 2.9% 95 1.8% 86 1.6％ 

 経常利益 57 1.0% 59 1.1% 160 2.9％ 

 特別利益 34 0.6% 24 0.5% 0 0％ 

 特別損失 78 1.4% 123 2.3% 40 0.7％ 

 税金等調整前 
 当期純利益 

13 0.2% △39 － 120 2.2％ 

 法人税等 △２ － 1 － 40 0.7％ 

 当期純利益 15 0.3% △40 － 80 1.5％ 

 純資産 253 － 189 － 269 － 

（単位：百万円） 

Ｈ27年3月期（下記の更なる強化項目） 

◆ 情報発信力 

◆ 商品力 

◆ 店舗現場力 

売上高 5,500百万円 

 

前期比 104.2％に目標設定 

◆ ＦＣから直営への業態転換４店舗⇒＋80百万円 

◆ 新規開拓ＦＣの営業開始    ⇒＋24百万円 

◆ 店舗改装による来店意欲向上効果 

◆ 26期改装店舗5店舗内4店舗は翌月より前年比ＵＰ！ 

  （前年比：103％～155％） 

◆ 今期は軽微な案件を含め20店舗程度を予定 

 

販売費及び一般管理費 

◆ だいもん不採算店舗閉鎖による減少 

  ⇒△70百万円 

  引き続き店舗・本部のコストコントロールを実施 



「食で世の中を変える、幸せにする、明るい未来実現に貢献する」 
「真に食を愛する者が関門海という集団を形成し、社会に貢献する」 

Ⅰ. 会社概要及び当期のトピックス 
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Ⅲ. 平成27年３月期 業績予想 

Ⅳ. 経営計画・事業戦略 

Ⅱ. 平成26年３月期 決算概要 
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事業戦略の概略 

2012年度 2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度～ 

第１次 
中期経営計画 

第2次 
中期経営計画 

第３次 
中期経営計画 

商品・技術の 
結束の関門海 

組織・仕組み 
の関門海 

人の関門海 成長計画 完成計画 

直 営 店 舗 ５ ヵ 年 計 画 （ 改 装 が 完 了 し 、 目 標 売 上 高 ま で 回 復 す る ） 

強み 軸 2018年までに達成すべきタスク 

調達力 安全・安心 調達先をパートナーとして、安全な食材を安価で安定的に調達し在庫を適正化する 

物流力 正確・ローコスト 店舗に信頼される正確な物流をローコストで実現する 

技術力 進捗・安全 技術力により、安全かつ、継続して進歩を遂げた商品を提供する 

商品力 満足度・サプライズ 安定的でかつ感動を与えられる商品を提供し、全てのお客様に満足して頂く 

オペレーション力 シンプル・クオリティ シンプルでクオリティの高いオペレーションを強みとし、多店舗展開を継続する 

マーケティング力 仕組・費用対効果・実証 関門海の強み、付加価値を顧客に分かり易く周知徹底できる仕組みを確立する 

営業力 リピート・おもてなし 地域特性を明確に捉え、オンリーワン店舗として常連客のリピートが絶えない店にする 

経営管理力 絶対100・コンプラ 法律を遵守しつつ、常に最適な判断を行える体制を作る 

組織力 和・一体感 和をもって方向性を一致させることによって、組織力により勝負する 
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当期の戦略総括 
2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 

人の関門海 第2次中期経営計画 

27期は第１次中期経営計画の最終期及び
成長計画への足固め 

成長計画 

営業戦略 

直営 
◆ 計画的な顧客販促の策定及び遂行、値引販促の抑制 
◆ 店舗５ヵ年計画の遂行による各店舗における収益体質の確立 

ＦＣ ◆ 既存ＦＣオーナーの更なる良好な関係構築及びエリアＦＣビジネスの全国展開を開始する 

人財戦略 組織体制 
◆ 組織、仕組みをグループの強みとし、全社員を対象とした研修を充実させ、 
    本物のおもてなしを提供できる「人財」を育成する 

投資戦略 設備投資 ◆ 全店を対象として店舗改装を実施し、「玄品ふぐ」独自の店舗空間をお客様へ提供する 

財務戦略 
財務基盤 
の充実 

◆ 原点回帰の事業方針のもと、業績改善、キャッシュ・フローを確保しつつ、経営基盤を  
  改善する 
◆ 繰越欠損金の有効活用による財務体質の充実 

「選択と集中」によるコア事業の深堀を行い、収益体質の確立及び組織成
熟度を高める 
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営業戦略 

プロダクト プロモーション プライス プレース 

新 商 品 ・ お 土 産 

四 季 の メ ニ ュ ー 

盛り付け等のスキルアップ 

販 売 強 化 商 品 

内 部 プ ロ モ ー シ ョ ン 

四 季 の 宴 会 販 促 

夏 の 底 上 げ 企 画 

新 規 顧 客 開 拓 

戦 略 的 な 価 格 販 促 

本部企画 ＋ 店舗アイディアが
一体となり、常連様づくりに努
める 

店 舗 改 装 、 外 販 強 化 

店舗改装及びオフィシャルサイ
トリニューアルを通じて、チャ
ネル開拓を行う 

◆「計画的な顧客販促」の実施及び「店舗５ヵ年計画」の遂行 
◆ おもてなしにより常連様作りに努め、安売り・値引きの抑制と収益体質の確立 

◆ 27期の営業戦略軸は「法人営業の強化」  
    本部企画が主体となり、富裕層をターゲットとした法人営業を強化します 

直営戦略 

 地域特性に基づいたマーケティング戦略を策定して営業利益10％の収益確保する 

エリアＦＣ戦略 

 法人対象にエリアFC展開を行っている企業様をメインターゲットとし、ナレッジノウハウを

共有してエリアFCビジネスの全国展開を実施する 
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人財戦略 

27期テーマ「人の関門海」への基盤構築を行うための立案、
遂行を行い第2次中期経営計画への繋げる足掛かりとする 

人事・教育を最重要課題として、社長の直轄プロジェクトとして遂行する 

人財戦略 
社内 

教育体制 

人財開発室主導の基、本部社員、店舗社員、エリアマネージャを対

象とした研修制度を開始 

店舗社員を中心に経営戦略、店舗運営に関する座学や商品知識の更

なる向上を行う調理研修等を実施 

総料理長 

制度 

エリアマネージャや店舗社員とは別に独立した組織を設けて店舗視

察、店舗運営支援を行う組織を設けることで商品価値の向上やキャ

リアパスの選択肢を広げ魅力ある組織を確立する 

労働環境 
従業員満足度の向上を図る為に処遇 

（給与、評価、福利厚生、労働環境、研修）の見直し実施 
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投資戦略 

店 舗 修 繕 強 化 
「綿貫宏介氏」 

総監修 

基 幹 店 舗 

プ ロ モ ー シ ョ ン 
W E B サ イ ト 
リ ニ ュ ー ア ル 

（新橋待合室） 

（新橋客室） 

 お客様へ「玄品ブランド」を店舗及びWEBサイトから関門海の考え方、
施策の情報伝達（ホームページリニューアル）することで、安全、安心、
美味しさを伝達して玄品ふぐのファンになって頂けるように努めます 
 綿貫宏介氏総監修による店舗改装及び店舗空間の演出により、お客様の
来店に繋がるおもてなし空間を提供する 

玄品ふぐ店舗 WEBサイト 
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財務戦略 

H22.11 H23.11 H24.3 H25.3 H26.3 
H27.3 
見込み 

借入金残高 5,459 4,640 4,631 3,816 3,589 3,314 

（単位：百万円） 

【不採算事業の撤退／コスト削減】 
 本部機能縮小化による販売費及び一般管理費の更なる削減 
  （平成23年11月期より継続中） 
 連結子会社２社の整理方針を決定 

【金融機関との債務返済スケジュールリングと借入金の圧縮】 
 取引金融機関との借入金返済リスケジューリング 
 不要資産の売却代金の一部の返済へ充当、有利子負債の圧縮 

借入金残高推移 
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株価／出来高の推移 

株式分割、単元株制度の採用 

出典先：カブドットコム証券 
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「本日はありがとうございました」 
 
＜お問い合わせ先＞ 
株式会社 関門海 
経営支援部 担当：田渕・山口（洋） 
TEL : 06-6578-0029    
E-mail : ir@kanmonkai.co.jp 

 本資料に記載されている業績予想、計画等の過去の実績以外の記述については、
当社の将来の見通しを示したものであり、現時点において入手可能な情報・見通
し・判断に基づいて作成しております。 
 実際の業績は、今後の様々な要因によって異なる可能性があることをご承知お
きください。記載された情報によって生じた損失等につきましては、当社は一切
責任を負うものではありません。また、本資料は投資勧誘を目的としたものでは
ありません。投資に関する決定はご利用者ご自身の判断において行われるようお
願いいたします。 


